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臨時職員人件費 ④
⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

Ｈ27(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 健康福祉部
04002-1 一般事業（保健衛生事業） 室名 健康推進室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民、各団体

③
指
標

施策の方向 01:保健サービスの充実 項 保健衛生費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 保健衛生総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 03:健康で自然の恵み豊かな環境の創造 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 01:健康づくりの推進 款 衛生費

単位

国庫支出金 所要人員 0.20

人
件
費

総人件費 1,517
事業費 1,579 1,397 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

県支出金 20 16

再
掲

翌年度への繰越額

その他 212 212 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定
　健康都市連合日本支部大会に市民団体の代表者と共に参加し、加盟他市との交流を図りつつ、健康づくりにかかる
取組の情報交換を行った。また、健康都市連合の大会に市民団体の代表者と共に参加したことで、団体にとって新しい
情報を得ることとなり、地域主体で健康づくり活動を始める機会づくりになった。
　また、献血では、年間を通じた計画献血の実施や街頭活動として献血ページェントを開催し、輸血用血液の確保に協
力した。

Ｂ
まずまず進んだ

　同大会に参加した団体が、健康づくりのパートナーとして活躍できる仕組みづくりを検討する必要がある。また、献血推進事業におい
ては、計画献血において、体調不調を起こした事例があり、献血の呼びかけ時からより丁寧な注意喚起を行うことが必要であると確認
したため、年度途中で血液センターと協議し、計画献血の実施前の対象者への周知方法を修正した。

　健康都市連合日本支部大会をより市の事業として有益に活用できるように、参加団体の選出方法など、継続的に検討を行う。なお、
献血の推進については、計画献血前の対象者への呼びかけを年度途中で修正した方法で継続し、安全な献血確保に努めていく。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 1,517

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
　愛媛県八幡浜市で開催された健康都市連合日本支部大会に市民団体
代表者と共に参加し、加盟他市との健康づくりへの取組事例や情報の共
有を行った。
　また、献血ページェントを開催すると共に、血液センターと協力し、市内
で計画献血を行った。

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 長寿健康づくり室長　　駒谷　みどり

目
的

概
要

保健衛生事業に関する一般事務、関係他市等との連携や情報共有等のための健康都市連合等の各団体の負担金、及び輸血用血液の安定的
な確保のための献血の推進にかかる経費等。

健康都市連合及び同日本支部に加盟し、健康都市実現に向けた取組の知識や情報の共有を行う。献血では、年間を通した計画献血の実施や
街頭活動として献血ページェントを開催し、輸血用血液の確保に協力する。

２７年度

総コスト 2,914

一般財源 1,347 1,169

1,517 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

２８年度

1
回

1

③
計画値

④

名称

補足

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値

回

計画値

実績値
単位

計画値

名称

補足

健康都市連合日本支部が行う大会へ参加し、加盟他市との交流
と先進事例の情報提供を行う

健康都市連合日本支部大会への参加

献血ページェントの開催

献血の推進を行うためのページェントの開催

単位


